






原木と歩止の問題
常  田    誠

  1．緒言
最近に於ける輸出合板の進展は国家的見地から言っても誠に悦ぶべき現象である。然し一
方、北海道の広葉樹材は年々伐木量が上廻り、質量共に低下しつつあるのが現状であり、
絶対量の不足は必然的に原木価格の高騰を伴い、生産工場に於ける原木費比率を尚上昇せ
しめて居る。
  結論として木材工業に於ける原価構成上の原木費比率は従来共大きく、購入単価及びそ
の歩止の採算面に対する影響は実に敏感であり、各工場共生産方式の合理化歩止の向上に
は種々の対策を講じて来て居る。
  然し上述の様に原価面で最大のウェイトを有する消費原木の製造工程中の流れは余り厳
密に算定されて居らない様に見受けられるので、その算出を試みて見た。



  2．購入原木の実測
  合板歩止りを算定する基礎は消費原木であるが、購入石数は実石数ではない。この実石
数の算定を樹皮を含むものと含まざるものとに分けて算出し、同時に長短径を元末口に就
いて測定し、原木品質の良否（但し形状的なもののみ）を数字的に判別し得る様にした。

a． 実石数の算定式

第一図

  上図の様に原木の長さを l、両端の切口を夫々長短径 A．B；a．b なる楕円と仮定し、側
面は両木口の楕円周に沿って直線で結んだものとすると、その体積は、
    V＝πl／24°（2ab＋aB＋bA＋2AB）
長さを尺単位とした石数式に書き換えると
    V＝0.01309 l（2ab＋aB＋bA＋2AB）

  b．算定結果
  測定本数  樹種別各 20 本

    （原木 1 本当りの平均値）  第 1 表
    （注）実石数の算定は平均寸法によらず原木 1 本毎に計算したものの平均を示す

    （同上比率）              第 2 表

  3．歩止り工程表の作成
  弊社 29 年度生産実績の消費原木石数比率を前項の算定結果に適用すると、第 3 表の様に
なる。

                              第 3 表

従って購入石数を 100 とすると実歩止工程表は第 4 表の様になる。

                              第 4 表



  歩止工程表の数値は工場により、製造方法、消費原木、製品内容が異なるので必ずしも
一定しない。然し何れにしても適切な歩止工程表を作成する為には、その基礎となる購入
実石数を正確に掴んで置かなければならない。これにより廃材量も正確に把握出来るので、
合板工場に於ける廃材利用と言う木材利用合理化の基礎資料を提供し得る。

  4．結言
  本論は消費原木の内容分析の一方法を提示したに過ぎず、前項のデーターは各樹種何れ
も 20 本ずつしか測定してないので、どの程度の普遍性を持って居るかは疑問である。然し
樹種別の特性を数字に表現した点、及び購入石数を再検討した点が参考になるものと思う。
  緒言にも述べた様に木材工業に於ける最大経費である原木の実石数の流れを正確に算出
する事は原価計算上も又今後の廃材利用の見地からも必要な事と考えるし、上述の 60％以
上の廃材を燃料以上に如何に有効利用するかが今後に残された合板工場に於ける重要課題
であろう。                                       （新田ベニヤ工業株式会社生産課長）


